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概説

 Winny事件とは，ファイル共有ソフトWinny の開発者⾦⼦勇⽒が，著作権法違反
で逮捕・起訴されましたが無罪になった刑事事件です。使⽤者だけではなく開発者
も逮捕されたことで注目されました。

 「包丁で⼈を傷つけたら包丁の製造者が逮捕されるのか!!」「技術者は恐がってソ
フト開発をしなくなる。IT技術の停滞を招く!!」と⾔われました。

 Winny事件の概説は以上です。ここではファイル共有ソフト「Winny」を中⼼に
話をします。

正しい使い⽅

 包丁の正しい使い⽅は⾷材を切ることなので，包丁で⼈を傷つける使い⽅は間
違っています。

 「包丁で⼈を傷付けても使⽤者が間違った使い⽅をしたためなので，包丁の製造
者に罪はない。Winny も包丁と同じで使⽤者に問題があり，開発者は悪くない」。

 …という理屈をよく⾒かけますが，⾷材が切れれば普及させてもいいのでしょう
か︖「殺傷⽤ナイフ」を…!!
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開発者の意図

 殺傷⽤ナイフは刃物ですから⾷材を切れます。しかし，⾷材を切るなら⼀般的な
包丁でよく，殺傷⽤ナイフである必要はないのです。包丁として殺傷⽤ナイフを普
及させるなら製造者の意図があります。

 同じように，⼀般的なファイル共有なら秘匿性は必要ありません。必要ない秘匿
性がファイル共有ソフトにあるなら，開発者の意図があります。

 また，⼀般的なファイル共有のために「Winny でなければならない理由」はあり
ません。当時から他の⼿段があったからです。

 他の⼿段を使わず秘匿性が⾼い Winny を使う理由は⼀つです。

 それは…，不正利⽤をするためです。

お⾦は⼤事

 著作物の不正利⽤が横⾏すると，作品を創っても制作者の利益になりません。

 「作品が気に⼊った，だけどお⾦も⼤事，だから料⾦を⽀払わない」。

 すると制作者へ届くはずの資⾦は届かなくなり，次の作品はなくなります。
 不正利⽤をしてしまったがために作品を気に⼊った利⽤者は，以降の作品を鑑賞
または利⽤できなくなります。

 「気に⼊ったのは『作品』であって，制作者には興味が湧かなかった。だから料
⾦を⽀払わなかった」のであれば，気に⼊れば横暴が許されることになり，気に
⼊ったら，あなたの懐から「お⾦」を奪っていいことになります。

 不正利⽤する⼈が「お⾦は⼤事」と思うように，制作者も「お⾦は⼤事」と思っ
ています。

 お⾦は⼤事なので，作品を鑑賞または利⽤するなら，正規料⾦にあたるお⾦を制
作者側へ移動しなければなりません。お⾦が⼤事でなければ，懐からお⾦が出て
⾏っても利⽤者側は気にしないはずです。
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 新しい作品が創られなくなった業界は衰退していき，業界関係者・利⽤者・社会
全体のためにもなりません。

 不正利⽤を促進する道具が普及すると利益が出せないことから，技術者は恐がっ
てソフト開発をしなくなり，IT技術の停滞を招きます。

結論

 Winny は不正利⽤促進道具です。
 Winny の正しい使い⽅について問われた時，Winny開発者は答えられませんでし
た（※）。

番外説明

 ※Winny の正しい使い⽅は無いです。あったとしても，秘匿性が全⾯に出ている
中では影がとても薄いです。影が薄い正しい使い⽅でも，「理論的には」ありま
す。でも影がとても薄いですから，「合理的には」ありません。

 包丁は危険な使い⽅もできますが，⽂化的な⽣活を送る上で必要なことから，包
丁は危険性よりも利便性をとって普及しています。
 ⽣活全般においては，僅かな可能性から理論性を重視するよりも，合理性を重視
することになります。

 移動するために道路を歩いたら交通事故に遭う可能性があるので，家に引き籠っ
たところ，家に⼤型⾃動⾞が突っ込んで来る可能性があるのです。

 危険な目に遭う可能性は，理論的にはあちこちにあります。しかし気にしていた
ら社会⽣活が送れませんので，合理的に考えて⾏動します。移動のために外へ出ま
すし，事故の可能性がある電⾞にも乗ります。台風襲来の際は外へ出ない⽅が合理
的には安全なので，家で過ごすのです（家にいたら棚から物が頭の上へ落っこちて
来て…。そうです，我々は危険と隣り合わせにいます）。
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 正しい使い⽅が包丁にはあって Winny には無いのですから，包丁の例え話は
Winny に当てはまりません。
 仮に当てはめることに合理性があっても，全⾯に出ている秘匿性から，「Winny
は不正利⽤のためにある」と認めることが合理性に適うのです。

 Winny開発者が沈黙した通り，Winny は正しい使い⽅がありません。Winny は
不正利⽤を促進する使い⽅しかできないのです。Winny は不正利⽤促進道具です。
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